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Sun Fire X2100 サーバーリリース

ノート

最新版のリリースノートその他の Sun Fire™ X2100 サーバー関連資料は、次の URL から
ダウンロードできます。

http://www.sun.com/products-n-solutions/
hardware/docs/Servers/Workgroup_Servers/x2100/index.html 

Sun Fire X2100 サーバーのご利用に際しては、次の問題および注意点にご留意ください。

ハードウェア /BIOS 関連の問題

■ 「電源 LED の不具合」（2 ページ）

■ 「Windows XP OS における SATA ホットプラグ」（2 ページ）

■ 「RAID デバイスのブートセクターの初期化」（2 ページ）

■ 「USB ドライブから Pc-Check 診断プログラムを実行できない」（3 ページ）

■ 「シリアルコンソールリダイレクション」（3 ページ）

■ 「SMDC コンソールリダイレクションは現在サポートされていません」（3 ページ）

■ 「最高 CPU 速度」（4 ページ）

Linux 固有の問題

■ 「Linux と Solaris OS で Xorg.confに変更の必要な場合がある」（4 ページ）

■ 「SLES 9 デュアルコアプロセッサと SP バージョン」（4 ページ）

■ 「4 GB メモリの SLES 9（SP 2）64 ビットデュアルコアプロセッサのパニック」（5 ページ）

■ 「SLES 9 32 ビットはデュアルコアプロセッサのシングルコアだけを使用」（5 ページ）

■ 「Red Hat Linux OS におけるキーボードの重複入力」（7 ページ）

Solaris 固有の問題

■ 「下側の USB コネクタと Solaris 10 HW1」（7 ページ）

■ 「Linux と Solaris OS では Xorg.confに変更が必要」（8 ページ）

Windows 固有の問題

■ 「KVM を使った Windows XP のインストール」（8 ページ）



ハードウェア /BIOS 関連の問題
Sun Fire X2100 サーバーまたは BIOS に関する次の不具合にご注意ください。次の事項は、

特に記載されていない限り、インストールされているすべての種類のオペレーティングシス

テムに該当します。

電源 LED の不具合

次の不具合は、電源 LED に関連します。

■ システムが異常なシャットダウンをした場合、特にオペレーティングシステムのインス

トール中には、システムの電源 LED がオフになりません。 
■ IPMI コマンド chassis power offを使った場合、電源 LED が消えません。 

電源 LED をリセットするには、AC 電源コードをいったん抜いてから、再び接続し、

サーバーの電源をオンにしてください。

■ Solaris 10 のシャットダウン後、システムの電源 LED がオンのままになります。

Windows XP OS における SATA ホットプラグ

SATA ホットプラグは、Windows XP オペレーティングシステムでのみサポートされていま

す。Linux または Solaris でハードディスクを切り替えたい場合は、システムを再起動する

必要があります。

RAID デバイスのブートセクターの初期化

BIOS RAID 機能では、RAID デバイスのブートセクターを初期化できません。 

ブートセクターを初期化するには、次の操作を行います。

1. Supplemental CD からサーバーを起動します。

2.［Main Menu］から、オプション 4 の［Exit to DOS］を選びます。

3. プロンプトで fdiskコマンドを入力します。 

4. 画面が表示されたら、オプション 4（Select other disk）を選びます。 
次に、他のディスクを初期化するかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。 

5.［Yes］を選びます。 
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USB ドライブから Pc-Check 診断プログラムを実行

できない
Sun Fire X2100 Server Supplemental CD に収録されている Pc-Check 診断プログラムは、

オンボードの DVD ドライブ（サーバーにインストールされている場合）またはリモート

サーバーから実行できます。Pc-Check は、外付 USB CD-ROM ドライブには使用できま

せん。

Pc-Check 診断の詳細については、『Sun Fire X2100 サーバーユーザガイド』の「診断」の

章をご参照ください。

シリアルコンソールリダイレクション
シリアルコンソールリダイレクションを使うには、次の手順に従って最初に BIOS 設定を

変更してください。

1. Sun Fire X2100 サーバーにローカルのキーボードとモニタを接続します。

2. サーバーを再起動します。

3. Sun ロゴ画面が表示されたら、F2 を押します。

4.［Advanced BIOS Features］->［Console Redirect］->［Enabled over COM1］を選びます。

SolarisまたはLinuxオペレーティングシステムをお使いの場合、COMポートが有効になっ

たら、コンソールリダイレクションのために xterm ウィンドウを開けます。

リモートコンソールから BIOS 設定を編集するには、次の操作を行います。 

1. サーバーを再起動します。

2. TAB-2（両方のキーを同時に）押して、BIOS セットアップユーティリティを起動します。

この操作は、ローカルセットアップで F2 キーを押すのと同じ結果になります。

ご参考：　チップセットアップで、BIOS セットアップユーティリティにおいて、より高レ

ベルのウィンドウに移動するには ESC を 2 回押す必要のある場合があります。

SMDC コンソールリダイレクションは現在サポート

されていません
今後の BIOS およびファームウェアアップデートで、まもなくサポートされる予定です。
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最高 CPU 速度

/proc/cpuinfoに表示される CPU 速度は、プロセッサの最高速度とは限りません。プロ

セッサの AMD PowerNow 節電機能の結果、/proc/cpuinfoに表示される CPU 速度は、

プロセッサの最高速度とは限りません。 

プロセッサの最高速度を表示する必要がある場合は、cpuinfo の内容を表示する前に、

/etc/init.d/cpuspeed stopコマンドを入力してください。 

Linux 固有の問題
次の事項は、Sun Fire X2100 サーバーに特定のバージョンの Linux オペレーティングシス

テムがインストールされている場合に該当します。

Linux と Solaris OS で Xorg.confに変更の必要な場

合がある

Linux または Solaris OS がモニタを認識しない場合は、Xorg.confファイルを編集して、

モニタに表示されるパラメータと一致させる必要のある場合があります。

SLES 9 デュアルコアプロセッサと SP バージョン

デュアルコアプロセッサを搭載した Sun Fire X2100 サーバー（例、モデル 175）をお使い

の場合は、SLES 9（SP 2）32 ビットまたは 64 ビットを使う必要があります。デュアルコ

アプロセッサ上では、SLES 9（SP 0）および（SP 1）32 ビットおよび 64 ビットは、一時

停止したり、カーネルをパニックに陥れます。
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4 GB メモリの SLES 9（SP 2）64 ビットデュアルコア

プロセッサのパニック

4 GB メモリのデュアルコアプロセッサを搭載した Sun Fire X2100 サーバーをお使いの場

合、SLES 9（SP 2）64 ビットは、カーネルをパニックに陥れます。 

この問題を回避するには、SLES 9（SP 2）の 32 ビットカーネルバージョンを使うか、メモ

リ構成を 4GB メモリ未満に変更するか、次の対処法を行ってメモリのリマッピングを無効

にしてください。

ご参考：　4 GB を搭載した状態でメモリのリマッピングを無効にすると、利用できるメモ

リ容量は 3.5 GB になります。

メモリのリマッピングを無効にするには、次の操作を行います。

1. SUN ロゴが表示されているとき、起動処理中に F2 を押します。

2.［Advanced Chipset Features］->［DRAM Configuration］を選びます。

3. S/W メモリホールのリマッピングと H/W メモリホールのリマッピングの両方を無効にし

ます。

4. サーバーを再起動します。

SLES 9 32 ビットはデュアルコアプロセッサのシングル

コアだけを使用

デュアルコアプロセッサシステム上の SLES 9 32 ビット（SP 1 または SP 2）では、シング

ルコアしか使われません。SP 2 については、この問題を修正するパッチが Supplemental CD
に含まれています。このパッチのインストール方法については、次の手順を参照してくだ

さい。

SLES 9（SP 2）32 ビットのパッチをインストールするには、次の操作を行います。

1. SLES 9（SP 2）がインストールされているかどうかに応じて、次のいずれかを行ってくだ

さい。

■ SLES 9 がまだインストールされていない場合：ディストリビューションメディアから

SLES 9（SP 2）をインストールしてください。 
■ 必ず、カーネルソース RPM をインストールしてください。 
■ パッケージ選択中に、選択するチェックボックスが表示されない場合は、SLES イン

ストーラのモジュール検索機能を使って、「kernel-source」を検索してください。 
カーネルソースのパッケージは、検索結果にリストされるため、リストを確認して

ソース RPM がインストールされるようにしてください。
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■ ソース RPM なしに SLES 9（SP 2）がインストールされている場合： 
■ YaST2 の「Install and Remove Software」機能を使って、カーネルソースと gcc RPM

を選び、インストールしてください。

■ SLES 9（SP 2）ディストリビューションから CD #2 をインストールして、ソース

RPM を手動でインストールすることもできます。

ソース RPM は、suse/i586/kernel-source-.バージョン .i586.rpmにあり

ます。

バージョン は、カーネルのバージョンです。

2. ルート（スーパーユーザ）としてサーバーにログインします。

3. カーネルソース RPM がインストールされたら、/usr/src/linux-バージョンに移動し、

付属のパッチ（sun.patch）を Supplemental CD から次のディレクトリにコピーします。

/usr/src/linux-バージョン / ディレクトリ

ここで、suppl_x.x は、 x.x バージョンの Supplemental CD 上のディレクトリ、バージョン
はカーネルのバージョンです。

4. 次のコマンドを実行して、カーネルソースにパッチを適用します。 

これにより、インストールされているカーネルソースが変更されることなく、パッチがテ

ストされます。 

5. パッチプログラムから何の問題も報告されないことを確認します（キャリッジリターンに関

する警告が表示されることがありますが、これは重大な問題ではありません）。 
問題が報告された場合は、SLES 9 を再インストールしてから、この手順を繰り返してくだ

さい。

6. 問題がなかった場合には、上記のコマンドから --dry-runオプションを削除したコマン

ドを実行して、パッチを適用します。 

7.  /proc/config.gzファイルを /usr/src/linux-バージョン , unzip config.gz
にコピーして、得られた設定ファイルに .configというファイル名を付けます。

# cp /suppl_x.x/sun.patch /usr/src/linux-バージョン / 

# patch -p1 -g0 --verbose --dry-run < sun.patch

# patch -p1 -g0 --verbose < sun.patch

# cp /proc/config.gz /usr/src/linux-バージョン
# cd /usr/src/linux-バージョン /
# gunzip config.gz
# mv config .config
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8. 次の makeコマンドを実行します。

古いカーネルに代わって新しいカーネルが、grub ブートローダメニューのブートオプショ

ンとして表示されます。 

9. システムを再起動し、grub が起動したら新しいカーネルを選びます。

Red Hat Linux OS におけるキーボードの重複入力

1 文字しか入力していないのに、端末に同じ文字が繰り返しいくつも表示されることがあり

ます。余分な文字はシステムによって認識されるため、このような入力は誤りとなります。

この問題は、次の手順に従ってキーボードの繰り返し機能を無効にすることで解決できま

す。

1. 画面隅の Red Hat の下で、［Preferences］->［Keyboard］を選びます。

2.［Keyboard repeats when key is held down｝のチェックを解除します。

Solaris 固有の問題
次の事項は、Sun Fire X2100 サーバーに特定のバージョンの Solaris 10 オペレーティング

システムがインストールされている場合に該当します。

下側の USB コネクタと Solaris 10 HW1 
Sun Fire X2100 サーバーで Solaris 10（HW1）オペレーティングシステムを使っている場

合には、サーバー正面にある下側の USB コネクタは機能しません。上側の USB コネクタ

をお使いください。

この問題を解決するには、ID 118844-20 パッチが利用可能になった時点でインストールし

てください。このパッチは次のサイトから入手できます。

http://sunsolve.sun.com

# make oldconfig 
# make all
# make modules_install
# make install
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Linux と Solaris OS では Xorg.confに変更が必要

この問題については、「Linux と Solaris OS で Xorg.confに変更の必要な場合がある」（4
ページ）をご参照ください。

Windows 固有の問題

KVM を使った Windows XP のインストール

キーボード、ビデオ、マウス（KVM）スイッチを使って Windows をインストールする場

合は、インストールプロセスでディスクのフォーマットが開始されるまで、KVM スイッチ

を同じシステムにセットしておく必要があります。別のシステムにスイッチしてから戻る

と、システムが USB キーボードとマウスを認識しません。フォーマットが開始されてしま

えば、別のシステムにスイッチできます。
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